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コンプライアンス体制を強化し、
法令、社会規範を遵守
　日本 KFC ホールディングスグループはコンプライアンス体制の
強化を企業運営の最優先事項として、チーフ・コンプライアンス・
オフィサーを統括者とする社内横断的な体制を構築しています。
　コンプライアンス施策を適切に
実施するため、年に２回コンプラ
イアンス委員会を開催し、問題点
を共有するとともに対応策につい
て討議。年度施策が適切に実行さ
れているかどうかのモニタリング
を実施しています。
　内部通報体制については「従業
員相談センター」に加え、2017 年
７月より弁護士を起用した社外窓
口を設置し、さらなる強化を図っ
ています。

コーポレート・ガバナンスの
基本的な考え方
　日本KFCホールディングスグループは「おいしさ、しあわせ創造」
を企業理念に掲げ、「本当のおいしさ」を通じて人々をしあわせに
することを使命として企業活動を行っています。また、豊かな社会
の実現に貢献することが、すべてのステークホルダーのご期待にこ
たえるものと認識しています。
　この実現のため、経営の健全性・透明性・効率性を確保する基盤と
してコーポレート・ガバナンスの継続強化を経営上の重要事項とし
ています。

コンプライアンスセミナーを
定期的に開催
　日本 KFC ホールディングスグループは、各種コンプライアンス
セミナーの開催、コンプライアンスガイドブックの配布など、従
業員のコンプライアンス意識の向上に努めています。
　従業員向けのコンプライアンスセミナーは法務部・人事総務部・従
業員相談センターが中心となって実施し、労務管理やハラスメン
トなどに関する啓蒙活動
や、弁護士を講師とする
各種法令に関する研修を
行っています。また、フラ
ンチャイズ加盟企業の担
当者向けセミナーも開催
し、ブランド全体の意識向
上に取り組んでいます。

企業価値向上をめざし、
資本・事業提携を実施
　日本 KFC ホールディングスグループは 2018 年 2 月、「和食・酒 
えん」、「おぼんdeごはん」などを展開する㈱ビー・ワイ・オー (以下：
BYO 社 ) と資本・ 業務提携しました。
　BYO 社は、「和の文化を伝承する食の創造企業」を経営理念に掲
げ、1991 年の創業以来、「和」 の食を通じて豊かな食とライフスタ
イルをお客さまに提供すべく、オリジナリティのある飲食事業を
展開しています。
　ともに「手づくりや素材へのこだわり」「豊かな食の提供」とい
う経営理念を持つ BYO 社との資本・業務提携により、新たな事業
機会とシナジーを創出し、さらなる成長をめざしてまいります。

WITH the Stakeholder 健全な企業統治のために

コーポレート・ガバナンス

WITH the Stakeholder 健全な企業統治のために

信頼される企業であるために
コーポレート・ガバナンスの充実を最重要課題のひとつと認識し、
効率的で透明性の高い企業経営、健全な組織運営に努めています。

健全な企業運営のために
組織体制を強化
　日本 KFC ホールディングスグループは、企業経営の効率化・意
思決定の迅速化をめざし、2018年４月にはグループ組織を再編し、
業務が関連する部署を集約しました。

リスクマネジメントを徹底し
リスクの発生を予防
　企業活動に関連するリスクを未然に防ぐため、日本KFCホールディ
ングスグループはコンプライアンスリスク、情報管理リスク、環境
リスク、自然災害リスクなど、さまざまなリスクの類型を定め、万一、
リスクが発生した場合には担当部署のリスク統括責任者がすみやか
に対応する体制をとっています。
　リスク管理に関しては、リスクへの対応策や課題を明確化すると
ともに、社内規程や基準、マニュアルなどの周知徹底を図っています。

法令に基づき、情報管理を徹底
　日本 KFC ホールディングスグループは個人情報保護に関する法令
やその他の規範に基づき、「個人情報保護方針」「個人情報管理規程」
を定めて、その重要性を周知徹底しています。
　また、お客さまからお預かりした個人情報は、セキュリティの確
保された環境で管理し、情報漏洩や不正利用を防止。業務に関する
重要情報はインサイダー化を行い、情報管理を徹底しています。
　加えて、情報セキュリティやリスク対処法に関する従業員の理解
を深めるため、e-ラーニングによる研修を実施しています。

コーポレート・ガバナンス体制図

事業会社
グループ会社

株主総会

取締役会

監査等委員会 会計監査人
相互連携

監査

グループ監査部

代表取締役社長

ＧＥＣ

委員会一覧
コンプライアンス委員会

規範委員会
人事委員会
開示委員会
投融資委員会

執行役員

各担当

監査

内部監査

内部監査

事業会社

会計監査

報酬諮問委員会

監査等委員会事務局 ■ 連結売上高の推移

　独立役員の要件を満たす社外取締役の選任により経営監督機能を
強化するとともに、意思決定や業務執行の迅速化・効率化を図るなど、
実効性のあるコーポレート・ガバナンス体制の構築に努めています。

■ 店舗数の推移
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500

0

KFCH連結売上高 チェーングループ売上高の推移KFCチェーン

2013 2014 2015 20172016
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※2017年度はKFCチェーンのみ

▲ 2017年2月 景品表示法セミナー
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会社概要

日本KFCホールディングスグループリクルート情報

日本KFCホールディングスグループの
SDGsへの取組み 日本 KFCホールディングス株式会社

■本社  〒220-8586 神奈川県横浜市西区みなとみらい4丁目4番5号 横浜アイマークプレイス　
   TEL.045-307-0700

■関西オフィス  〒553-0003  大阪府大阪市福島区福島7丁目20番1号 KM西梅田ビル　    
   TEL.06-6453-6660

■設立 　 1970年7月4日

■資本金 　 72億9,750万円

■決算期 　 3月

■従業員数  827人 2018年3月31日現在連結

■売上高  2017年度連結実績 （2017年4月～2018年3月）  73,457百万円 ※単位未満は切り捨て

■ホームページ ●日本KFCホールディングス株式会社   http://japan.kfc.co.jp/
  ●ケンタッキーフライドチキン   http://www.kfc.co.jp/

■お客さまサービス係フリーダイヤル： 0120-197074（受付時間 9：30～17：30）

■組織図構成

日本KFCホールディングス株式会社

Fast Restaurant International Pte. Ltd.
K-AD CORP.

株式会社ケイ・アド
K-FOODS CO,LTD.
ケイ・フーズ株式会社

日本ケンタッキー・フライド・チキン株式会社
Kentucky Fried Chicken Japan, Ltd.

日本KFCホールディングスグループでは、これまでCSRの視点からさまざまな活動を行ってきました。
私たちは今後、SDGsを企業理念「おいしさ、しあわせ創造」を実現する上での重要課題と認識し、
事業活動が持続可能な社会の構築につながるようにさまざまな取組みを推進してまいります。

Corporate Profile

貧困をなくそう

飢餓をゼロに

KFCの活動

・国連WFPの活動を支援（学校給食プログラム）

・国連WFPの活動を支援（学校給食プログラム）

・安全・安心、そして健康的な商品の提供（国内産ハーブ鶏）　・健康メニュー　・全店禁煙化すべての人に健康と福祉を

質の高い教育をみんなに

ジェンター平等を実現しよう

安全な水とトイレを世界中に

エネルギーをみんなにそしてクリーンに

働きがいも経済成長も

農業と技術革新の基盤をつくろう

人や国の不平等をなくそう

住み続けられるまちづくりを

つくる責任つかう責任

気候変動に具体的な対策を

海の豊かさを守ろう

陸の豊かさも守ろう

平和と公正をすべての人に

パートナーシップで目標を達成しよう

・国連WFPの活動を支援（学校給食プログラム）　・食育（キッズスクール）　・修学旅行生の受け入れ

・ダイバーシティ（推進、限定社員制度）　・お帰りケンタッキー（復職支援制度）

・国連WFPの活動を支援（学校給食プログラム）

・省エネ化（CO₂/フロンの排出量の抑制）

・国連WFPの活動を支援（学校給食プログラム）　・スペシャルオリンピックス日本を支援　・障がい者雇用の推進

・安全・安心なサプライチェーンの確立（KFC登録飼育農場）

・国連WFPの活動を支援（学校給食プログラム）　・スペシャルオリンピックス日本を支援

・リサイクルの推進（油リサイクルループ）

・RSPO認証パーム油の調達

・国連WFPへの活動支援をYum!と連携しグローバルに展開

世界を変えるための17の目標

■採用プロセス ■日本KFCホールディングスグループ募集要項

会社説明会

エントリーシート提出

面接 / 適性検査

WEBエントリー

内々定

WEBよりプレエントリー受付

オープンセミナーに参加いただいた後
エントリーシート提出

面接は複数回実施

日本KFCホールディングスグループ
についての説明  ※随時開催

応募資格
募集学科
職務内容
職種
初任給
賞与
昇給
勤務地
勤務時間

休日

諸手当
保険
福利厚生

大学院、大学、短大、専門学校を2019年３月卒業見込みの方
全大学全学科
KFCの総合運営管理
総合職
大卒 / 大学院卒  20万円　短大 / 専門卒  17万８千円（2017年実績）
年２回（別途  業績賞与あり）
人事考課による
東京、神奈川、千葉、埼玉、大阪、兵庫、奈良、京都、和歌山、愛知 の各直営店
１ヶ月単位の変形労働時間制  (例：1ヶ月/20日出勤＝月間/160時間）
月間９～10日　年間休日数118日
年次有給 産前産後育児、介護、リフレッシュ休暇　等
通勤手当、育英手当、時間外手当、深夜手当、休日出勤手当　等
健康保険、厚生年金、企業年金、労災、雇用保険完備
独身寮、財形貯蓄、従業員持株会、各種施設割引制度

http://japan.kfc.co.jp/rec/国連WFP「学校給食プログラム」とSDGs
日本KFCホールディングスグループが協力している国連WFP「学校給食プログラム」は、
子どもたちに無償で学校給食を提供することにより、子どもの栄養状態の改善、教育の促進など、
複数のSDGs達成に貢献しています。

■学校給食プログラムが貢献するSDGsの一例

子どもたちの栄養状態の改善
給食は彼らの命をつなぐだけでなく、通学を可
能にし、勉強の意欲を高め、夢を広げる力に。

教育の促進
就学率、出席率の向上
集中力の向上
高い学習効果

出典： ”How school meals contribute to the 
SDGs - A collection of evidence” WFP, 2017

女子教育の促進

http://japan.kfc.co.jp/
http://www.kfc.co.jp/
http://japan.kfc.co.jp/rec/



